
令和3年2月17日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「推進できた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：対象となる全学年で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学年で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

0Ｃ

0Ｄ

学年だよりを週1回発行し、生徒の様子をき
め細かく保護者に伝える。 4

２：
1 60%以上
2 60%以上

１：
どちらかが60%
未満

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

各学年で地域についての学習を行い、地
域の一員としての自覚を養う。

２：
1 60%以上
2 60%以上

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4
１：
どちらかが
60%未満

Ｄ 0SNSの使い方等、メディアリテラシーに関す
る指導を実施し、生徒のコミュニケーション
能力の育成を図る。

4

4

　生徒項目１「授業や学校生活で、友達と話し合ったり、
協力しながら、活動することができた」への肯定的評価
は88%で、昨年度より10%上昇した。今年度は新型コロ
ナウイルス感染症予防の観点から運動会など大きな学
校行事を中止したが、生徒、教職員が一丸となって分
散登校や「新しい学校の生活様式」に取り組み、文化祭
では素晴らしい発表を行うことができた。制限されてい
ることも多いが、協力して学校生活を送る中で、生徒た
ちの中に互いを思いやる気持ちが育っていると感じる。
今後も他者を思いやる気持ちを大切に、前向きに生活
するよう支援していきたい。
　教員項目２「電子黒板などのICT機器を活用した授業
を行った」（新規項目）への肯定的回答は100%であっ
た。昨年度、今年度の2年間、本校では「ユニバーサル
デザイン」の研究に取り組んだが、「視覚化」「焦点化」
「共有化」など、ICT機器を使う意義を明確にしながら
「わかりやすい授業づくり」に取り組んだ。今年度の生
徒アンケート「情報機器を使って活動することができて
いる」も、69%になり、昨年度の62%から7%上昇した。
　次年度から生徒1人1台のタブレットが配布されること
に向けて、12月からは、「学びポケット活用研修」
「Gsuite for Education研修」などを校内研修として実施
した。次年度は生徒用タブレットの活用の工夫を重点
取り組みとする予定である。

Ａ 7

・コロナ禍の中において、日々の
学校運営に取り組んでいただき、
本当にありがとうございます。今年
度、来年度もコロナ禍の影響が多
くあると思いますが、「利他の心」
で発想していただき、子どもたちの
教育に取り組んでいただきますよ
う、今後もよろしくお願いいたしま
す。
・生徒アンケート「情報機器を使っ
た活動をすることができている」が
7%上昇しています。今後も、さらに
UPするよう、指導をお願いします。
・生徒１人１台の情報端末がない
中、「活用能力」を指導するのは難
しいと思いますが、１人１台のタブ
レットが配布されるようですので、
今後は活用頻度がますます増え
ていくことが期待できます。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：
1 70%以上
2 70%以上

Ｂ 1

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

学校評価アンケー
ト

生徒項目１
「授業や学校生活
で、友達と話し合っ
たり、協力しなが
ら、活動することが
できた」

教員項目２
「電子黒板などの
ICT機器を活用した
授業を行った」

に対する肯定的評
価の％

４：
1 80%以上
2 80%以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

4

4

　生徒項目９「授業は、映像や図で見せるなど、工夫が
あり、わかりやすい」への肯定的回答は80%で、昨年度
より6%上昇した。
　生徒項目10「授業は、話し合い活動や発表などがあ
り、友達の意見を聞いたり、考えを伝えたりできる」への
肯定的回答は84%で、昨年度より9%上昇した。
　令和元年度から大田区教育研究協力校として「ユニ
バーサルデザイン」の研究を行い、全教員が「視覚化」
「焦点化」「共有化」を意識して授業改善に取り組んだ
成果が見られた。
　特に、校内研究で、千里金蘭大学准教授　齋藤富由
起先生、大田区教育委員会担当指導主事の先生を講
師にむかえ、「なぜ視覚化が重要なのか」「どう視覚化
すればいいのか」「焦点化することでどんな効果がある
のか」「どんな場面で何を共有させると深い学びになる
のか」など、取り組みの意義や具体的な方法を学べた
ことが大きかったと考えている。
　今後も指導力向上に取り組み、より良い教育環境を
作るよう努力したい。

３：
1 70%以上
2 70%以上

２：
1 60%以上
2 60%以上

１：
どちらかが60%
未満

３：
1 70%以上
2 70%以上

２：
1 60%以上
2 60%以上

１：
どちらかが60%
未満
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１：
どちらかが60%
未満

・新型コロナウイルス感染症のパ
ンデミックの中、特に3年生は受験
を控えて焦りやいら立ちがあった
と思われます。その一方で、助け
合いと協力の大切さも理解でき、
生徒アンケート「友だちとはお互い
を尊重して仲良くできる」が13%上
昇したのではないでしょうか。
・学校行事、地域の行事が短縮さ
れたり、中止になったりで、学校と
児童委員も今までのような連携が
取れない一年でしたが、馬込中学
校の生徒の皆さんは地域での行
動も良く、登下校中の姿も整然とし
ていました。
・受験が迫る中、子どもたちの動
揺に対し、３年の先生方が生徒ひ
とりひとり全員にメッセージ付きの
お守りを作り、手渡してくださった
ようで、生徒だけでなく、保護者も
感謝されていました。
・文化祭の「馬中ＣＭビデオ」で、
子どもたちの日々の姿をみること
ができました。先生と生徒の姿が
良好で安心しました。

・今年度は運動会もできない状況
でしたが、そのような状況下でも部
活動が実施できたことは良かった
と思います。
・まだまだ制限のある生活が続き
そうですが、誤った情報に振り回さ
れず、ワクチンが普及するまで
は、マスク・手洗い・免疫力を高め
る食習慣などを徹底して、皆でこ
の難局を乗り越えましょう。
・生徒会や保健委員会から、うが
い・手洗いの励行を発信したり、
「正しい手の洗い方」を発表するな
ど、生徒が自ら工夫するよう指導
していることはとても良いと思いま
す。

・ユニバーサルデザインの研究の
成果が見られると思います。これ
からも良い方向に進めてください。
・「視覚化」「焦点化」「共有化」は、
社会に出ても必要な考え方です。
特に「共有化」は、有効な「課題解
決」の手法となります。
・コロナ禍の一年でしたが、生徒あ
りの学校としみじみ思いました。職
員の皆様には感謝いたします。行
事ができず寂しいと思いましたが、
生徒は元気に楽しく学んでいるよ
うに見えます。新しいスタイルにな
りつつ生徒の成長を見守りたいで
す。用務の方が廊下をいつも磨い
てくださり、ピカピカです。図書室
運営もご協力いただき感謝してい
ます（学校支援地域本部：図書室
支援）。
・学校の掲示物に、一切いたずら
書きや、破れがないので、美化に
対しての指導がきちんとできてい
ると感じます。
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Ｄ
全教員が部活動や委員会活動を担当し、
日常的に体を動かす習慣を付けさせる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

漢字検定・数学検定・英語検定検定試験を
推進し、学習への意欲を高める。検定前の
学習講座や定期考査前の学習教室を実施
し、学習を支援する。

全教員がユニバーサルデザインに配慮し
た授業づくりに取り組み、UD指導案を作成
する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

スクールカウンセラーや関係諸機関との連
携を密にし、生徒理解を深める取組を推進
する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

4

3

4

4

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

取組
評価

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

4
３：
1 70%以上
2 70%以上

2

Ａ

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

4

学校評価アンケート

生徒項目５
「友だちとは、お互いを
尊重して仲良く生活で
きている」

生徒項目６
「先生は、悩みを聞いて
くれたり、相談に応じて
くれている」

に対する肯定的回答
の％

４：
1 80%以上
2 80%以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

　保護者項目11「学校は、学校の様子を保護者・地域
に伝えている（HP・学年だより・学校だよりなど）」への
肯定的回答は96%で、昨年度より1%上昇した。今年度
は、通常と異なるスタートであったため、生徒や保護者
の方も不安に感じることが多いと考え、HPや保護者
メール、電話等を使った、きめ細かな情報発信に努め
た。保護者が来校できなかった期間も、毎週学年だより
を発行し、写真の入った記事を掲載する学校HPブログ
「馬中ダイアリー」を週１回程度の頻度で更新して、学
校での生徒の様子を家庭に伝えた。
　保護者項目12「学校は、地域と連携した行事やボラン
ティア活動などを積極的に実施している（地域清掃・防
災訓練・地域行事への参加など）」への肯定的回答は
87%で、昨年と同じだった。感染症予防の観点から「地
域清掃」を校内ﾊﾞｰｼﾞｮﾝに切り替えるなどの工夫を行
い、多くの生徒が積極的にボランティア活動に参加する
ことができた。
　馬込中学校の特色でもある５日間の職場体験や、町
会との合同防災訓練は感染症拡大防止の観点から中
止せざるを得なかったが、校内での地域学習を行った。
今後も生徒が地域の一員としての自覚を持てるよう取
り組んでいきたい。
　

・学校、家庭、地域で「今ある問
題」を共有し、明るく楽しい学校生
活が送れるように努力していきた
い。協力すること、そして継続する
ことが大切であると思います。
・アンケート回答も昨年より改善し
ている項目が多く、学校側の取組
に対する生徒や保護者の理解が
深まっている成果と思います。「取
組評価」の低い項目はコロナ禍が
原因と理解しています。
・これまで「交流」をテーマに地域
とのつながりを大事にされてこら
れた経緯を見てまいりましたの
で、運動会や文化祭で応援できな
かったことはとても残念ですが、命
の大切さを考える良い期会と思い
ます。以前のような学校訪問が一
日も早く出来ますよう、心からお祈
りします。

４：
1 80%以上
2 80%以上

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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Ａ
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令和２年度　大田区立馬込中学校　自己評価　取組内容・取組指標

7

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

4
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目標に対する成果指標
学校関係者記入欄

8

0

0

3

Ｂ

・今年度は新型コロナウイルス感
染症拡大のため、学校教育にお
いてもご苦労の毎日だったと思い
ます。その中でも、昨年に比べ、
日進月歩された先生方、生徒さん
方は素晴らしいと思います。
・新型コロナウイルス感染症によ
る臨時休業の中、個人個人が、学
力向上に向かって努力した成果が
表れていると思います。
・臨時休業では生徒さんが一番大
変だったと思いますが、家庭での
学習に適した課題を作る先生方も
大変だったと思います。学習課題
だけでなく、お手紙やおすすめ本
の紹介、メンタルヘルスに関する
案内などの発信もしていただき、
ありがとうございました。
・コロナ禍の中、工夫しながら定期
考査前の補習教室を実施してい
ただき、先生方のご努力に感謝し
ます。0

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

【1.未来】　3年生英検全員受験・英検IBAを実施しています。ALTを活用した英語カフェなど英語教育の推進に取り組むとともに、全教員がICTを活用した授業を行っています。生徒会活動を活性化させ、生徒が自ら考え創り上げる活動を大切にしています。学校行事や体験活動を通して、健やかな体と豊か
な人間性を育んでいます。
【2.学力】学習カルテ・ステップ学習シートを活用し、生徒が自分の学力を自分で分析し、学習法を見つけられるよう支援しています。また、水曜補習教室・定期テスト前補習教室・検定試験前学習講座などを実施し、個に応じた学習支援を行っています。今年度と次年度の2年間をかけて、大田区教育委員
会教育研究協力校として「ユニバーサルデザイン」の研究に取り組み、すべての生徒がいきいきと活動できる学校づくりに取り組んでいます。
【3.心】HyperQU（年2回）、SCによる1年生全員面接（年2回）、本校独自の生活アンケート（年2回）を実施して生徒の状態をきめ細かく看取っています。毎週生活指導部会で情報を交換し、組織的にいじめ防止に取り組んでいます。
【4.身体】体育的行事や部活動を推進し、全教員が部活動の顧問を担うことで生徒の意欲を高め、進んで体を動かす習慣を身に付けさせるよう取り組んでいます。また「早寝・早起き・朝ごはん」の取組を推進し、健やかな体つくりに努めています。
【5.学校・教職員】授業公開での保護者アンケートを全教員で回覧し、教育の質的向上に努めています。また生徒による授業評価を実施し、授業力向上に取り組んでいます。
【6.学校・家庭・地域】1年生全員が地域と協働する防災拠点活動訓練に参加し、2年生では地域と連携した5日間の職場体験を実施します。地域行事でのボランティア活動なも推進しています。

３：
1 70%以上
2 70%以上

学校評価アンケート

保護者項目11
「学校は、学校の様子
を保護者・地域に伝え
ている（HP・学年だよ
り・学校だよりなど）」

保護者項目12
「学校は、地域と連携し
た行事やボランティア活
動などを積極的に実施
している（地域清掃・防
災訓練・地域行事への
参加など」

に対する肯定的回答
の％

３：
1 70%以上
2 70%以上

２：
1 60%以上
2 60%以上

４：
1 80%以上
2 80%以上

学校評価アンケート

生徒項目９
「授業は、映像や図で
見せるなど、工夫があ
り、わかりやすい」

生徒項目10
「授業は、話し合い活動
や発表などがあり、友
達の意見を聞いたり、
考えを伝えたりできる」

に対する肯定的回答
の％

学校評価アンケート

生徒項目７
「進んで身体を動かす、
食事で好き嫌いをしな
い、朝ごはんを食べる
など、比較的健康的な
生活を送っている」

生徒項目８
「生徒会活動、委員会
活動、部活動などに、
積極的に取り組んでい
る」

に対する肯定的回答
の％

Ａ

４：
1 80%以上
2 80%以上

Ｂ

Ａ

2

Ｃ

Ｄ

２：
1 60%以上
2 60%以上

１：
どちらかが
60%未満

４：
1 80%以上
2 80%以上

　生徒項目３「前向きに学習に取り組むことができてい
る」への肯定的回答は79%で、昨年度より6%上昇したが
8割には届かなかった。下記に述べるとおり、学力の目
標値を達成した生徒の数は増えており、生徒が厳しく自
己評価していることが伺える。
　生徒項目４「先生は、学習で困ったときに適切な指導
や助言をしてくれる」への肯定的回答は83%で、昨年度
より12%上昇した。新型コロナウイルス感染症拡大防止
のための臨時休業からスタートした今年度であったが、
教員が輪番を組んで毎日電話かけを行い、生徒の様
子を確認するとともに、配布した家庭学習の相談に乗っ
たり、学習上のアドバイスを行った。また、分散登校や
「新しい学校の生活様式」などに、生徒と教職員が協力
して取り組んでいったことで、信頼関係が高まった側面
もある。
　大田区学習効果測定では「達成率（目標を達成した
生徒の割合）」が3年生で12.3ポイント、2年生では5.8ポ
イント上昇した。負担の多い学習環境であったにも関わ
らず、生徒たちがよく努力したことがわかる。
　授業外の補習については、感染防止のためなるべく
自宅で学習したいと感じる生徒もいるため、教科担任、
学級担任からの通知のみとし、働きかけは行っていな
い。
　

　生徒項目５「友だちとは、お互いを尊重して仲良く生活
できている」への肯定的回答は93%で、昨年度より13%
上昇した。臨時休業からスタートした１年であったが、
「友達と過ごず時間はかけがえのない宝物だ」という意
識が高まり、ストレスに負けずに仲良く生活することが
できた。
　生徒項目６「先生は、悩みを聞いてくれたり、相談に応
じてくれている」への肯定的回答は85%で、昨年度より
13%上昇した。
　社会の大きな変化によって、生徒も教職員も不安を感
じることが多かったが、助け合い、協力して学校生活を
送っている姿が見える。学校が再開されてから、校長講
話を始め、学級活動や道徳で「新型コロナウイルス感
染症に関するいじめ」に対する指導を行い、こんな時だ
からこそ「心の弱さに負けるな」「人を責めるな」「助け合
える人になろう」を合言葉に学校生活に取り組んでき
た。
　特に道徳では、学級担任だけでなく学年全体で道徳
の授業を作り、ICT等も活用しながら生徒の心に響く授
業を心がけた。
　臨時休業明けは、不安を抱えたり、生活リズムが安定
しない生徒も見られたが、教員による見取りに併せて、
今年度も１年生全員にスクールカウンセラー面談を実
施し、また生活アンケート、Hyper QU（学級集団調査）
を実施して、課題の早期発見、早期対応に努めた。ま
た、毎週生活指導部会／校内委員会を実施し、学校全
体で情報を共有して、全教職員で生徒の支援にあたっ
た。
　社会の状況はすぐには変わらないと思われるが、今
後も生徒が互いを尊重し、仲良く生活できるよう指導し
ていきたい。

保護者アンケート回答数187 回答率82％
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学校評価アンケー
ト

生徒項目３
「前向きに学習に
取り組むことができ
ている」

生徒項目４
「先生は、学習で
困ったときに適切
な指導や助言をし
てくれる」

に対する肯定的評
価の％

0

0

B

　生徒項目７「進んで身体を動かす、食事で好き嫌いを
しない、朝ごはんを食べるなど、比較的健康的な生活を
送っている」への肯定的回答は79%で、昨年度より6%上
昇した臨時休業中ｍ生徒の生活を支えたご家庭の教
育力に感謝している。
　生徒項目８「生徒会活動、委員会活動、部活動など
に、積極的に取り組んでいる」への肯定的回答は79%
で、昨年度より5%上昇した。制限されていたり、自粛し
ている活動も多いが、「今やれることを一生懸命やる」こ
とを目標に、毎日の生活に前向きに取り組むことを目
指した。
　給食だより等による食育や、「早寝早起き朝ごはん」
の取り組みは、以前から力を入れて行っている。生活
の基盤になるものなので、今後もしっかり取り組んでい
きたい。
　体力向上については、体育の授業や休み時間に身体
を動かす機会を多く取り入れた。また、換気・うがい・手
洗いを徹底しながら、室内オリンピックなどの学年行事
を工夫した。

2

6


